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PAGE2008 ジョイントセミナー

「体験!カラーマネージメント実践ルーノ可
PAGE2008の会場では最終日に、体験型のカラマネセミナーが開催される。

実用的な内容を詳しくたつぶりやるという、その中身とは。
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は
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も
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。
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一
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社
刊
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で
あ
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四
団
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著
者
や
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者
と
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大
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関
わ
っ
て
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る
。
そ
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一
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を
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と
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こ
と
で
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共
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催
と
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わ
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だ
。
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より正確な色を求めて
分光再現への挑戦

なぜ今、分光かというと、本来色はスペクトルの形状

で決まってくるものだからだ。同じ周波数でもパイオ

リンとチェロでは音色が違う。これは波形 (■スベク

トル)が異なるため。人間の聴党はほんのちょっとの

波形の違いも聞き取ることができる。たとえば安物の

パイオリンとストラディバリウスの違いという具合に。

しかし人間の色覚は微妙なスベクトルの違いを感じる

ことはできない。それは色を感じる雄体というセンサー

が三波長幕分しかないので、その錐体が同じ刺激量を

感じれば同じ色として感じてしまう。「そういうものだ」

と決めつけてしまってもかまわないのだが、しばしば光

源による色の変化などで問題になる。タングステン球

と蛍光灯で色が変わったりなどなど。これらのことは、

カラマネで問題になる原因の半分以上を占めているの

だ。こういうことを色の世界ではメタメリズム (見た

目りずむ?)と 呼ぶが、味覚の世界でも同様のことが

いえる。味覚のスペクトルを定義して食詰といったり

するが、これが似通っているとだまされてしまう。「キュ

ウリに蜂蜜=メ ロン」「プリンに醤油=ウエ」という具

合だ。とっておきはタクワンをホットミルクで食べて

みてほしい。きっとコーンスープの味がする。

それならば「スペクトルをスベクトルとおりに再現して

やればよい」というのが分光色再現で、CiE的な三原色

よりはずっとすっきりしている。スベクトルをそろえて

やれば、錐体が 16種類くらいありそうなパルタン星人

も同じ色に見えるということだ。今回は6分光で画像

を入力してみるが、従来の三原色よりはずっと色の調

子などは再現できる。三原色が地動説のように唯―

ゃ対
の真意のようにいわれてきたが、正確な色を表現

するには少々古くさくなり始めているのも事実なのだ。

PACE2008に て四団体合同セミナー開催

日時 :2008年 2月 8日  13:00～ 17:00
場所 :池袋サンシャインシティ文化会館 7F

図解カラーマネージメント実践ルールブック
MD研究会十●塾+DTPWORLD● 著
ワークスコーボレーション/2.500円

カラマネをリードしてきたMD研究会と電塾のコ
ラボレーションでカラマネの標準ワークフロー確

立を目的とした業界定番の教科書である

∩
リ
ノ
ひ
機
■全体注意

未
定
だ
が
、
内
容
の
濃
い
も
の
に
な
る
こ

と
だ
け
は
太
鼓
判
。
セ
ミ
ナ
ー
内
容
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実
践
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る

が
、
海
外
か
ら
モ
ニ
タ
や
ソ
フ
ト
の
開
発

者
を
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
く
こ
と
も

予
定
し
て
い
る
？
と
い
う
こ
と
。

ま
た
、
「広
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印
刷
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料
セ

ミ
ナ
ー
の
ダ
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ェ
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版
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し
く
は
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料
セ
ミ
ナ
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を
受
講
い
た
だ
き
た
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入
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と
え
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と
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、
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味
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が
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れ
る
と
今
か
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付
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ま
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」

健
在
ら
し
く
、
別
部
屋
で
十
２
時
間
程

度
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
か
ゆ
い
と
こ

ろ
に
手
が
届
く
Ｍ
Ｄ
ら
し
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と
こ
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。
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ま
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楽
し
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で
あ
る
。
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マスター画像
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